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福岡県 新潟県
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 14 0 4 6 4 8 3 4 * (C) 12 0 6 0 4 7 0

6 * 10 0 4 2 0 0 1 5 * 6 2 0 0 2 1 0

7 3 1 0 0 1 1 0 6 0 0 0 0 2 1 1

8 * 5 0 1 3 1 6 1 7 * 1 0 0 1 4 5 2

9 0 0 0 0 2 2 0 8 * 5 0 1 3 3 2 0

10 6 0 2 2 0 2 0 9 * 10 2 2 0 1 1 0

11 6 0 3 0 1 1 1 10 3 1 0 0 0 7 1

12 6 0 2 2 1 5 0 11 8 1 2 1 3 1 1

13 15 4 1 1 1 1 0 12 4 0 2 0 1 3 4

14 * 10 0 4 2 2 10 0 13 0 0 0 0 0 0 0

15 * 5 0 2 1 4 9 5 14 0 0 0 0 2 3 1

15 2 0 1 0 2 4 1
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＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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中深迫　諒太

山崎　将也

今村　佳太

岩下　大志

渋谷　祐佑

小沢　貴文

岩澤　裕也

坂上　聡

田中　憂希

熊谷　駿

齋藤　康高

準々決勝、福岡県対新潟県。立ち上がりは両チームマンツーマンで始まる。福岡県は＃１５のアシ
ストで得点を重ね、対する新潟県は積極的にドライブを仕掛け得点していく。しかし、福岡県の早
い攻守の切り替えにディフェンスが遅れ、ファウルがかさんでしまうものの、新潟県も＃１２の終
了間際のシュートも決まり、１ピリオドは１８－１３と５点差で福岡県のリード。２ピリオドは新
潟県が＃４、＃８を中心に得点を重ねていき、流れを引き寄せる。福岡県はすかさずタイムアウト
で流れを切り、そこから＃１３の連続３Pなどで再び差を広げる。新潟県は残り１分からの連続得点
で踏みとどまり、９点差で前半を終える。
　後半に入っても新潟県は前半終了間際の流れをそのままに、３本の３Pなどで開始３分で一気に逆
転する。福岡県はタイムアウトを取り、その後は＃１５のミドルシュートなどで再び逆転し、５７
－４３と結果的に１４点差に点差を広げて３ピリオドが終わる。４ピリオド、福岡県は慌てずゆっ
くりとオフェンスをし、着実に点数を重ねる。新潟県も最後まで果敢に戦い抜いたが、８０－５１
で福岡県が準決勝に駒を進めた。
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副審

赤星　雄平

No. 23F-1 日時：

選　手　氏　名

酒井　祐典

織田　秀司

伊集　貴也

80 51

2015年9月23日(水)

福岡県 新潟県成年男子準々決勝

主審 ○

選　手　氏　名

10:00

谷地　温

伊藤　亮介

会場： 和歌山市立河南総合体育館Ｆコート
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